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時
代
の
変
化
を
い
ち
早
く
捉
え
て
…

　

Ｊ
Ａ
事
業
の
真
価
発
揮
を
確
認

第 65 回
通　常
総代会

時
代
の
変
化
を
い
ち
早
く
捉
え
て
…

　

Ｊ
Ａ
事
業
の
真
価
発
揮
を
確
認

農
業
・
農
協
の

　
　
大
変
革
期

　

今
総
代
会
は
27
年
に
改
選
さ
れ
た
新
し

い
顔
ぶ
れ
に
よ
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
事
業
の
１

年
に
区
切
り
を
つ
け
、
新
し
い
事
業
の
出

発
に
向
け
る
大
切
な
議
論
の
場
で
す
。
今

年
も
参
加
総
代
の
多
彩
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
新
総
代
に
よ
る
第
65
回
通
常

総
代
会
で
は
、
総

代
定
数
２
４
０
名

の
う
ち
書
面
議
決

を
含
め
た
出
席
者

は
２
３
１
名
（
96
．

３
％
）
で
、
総
代
会
提
出
の
案
件
は
13
件
、

報
告
事
項
は
２
項
目
の
内
容
で
す
。

　

戦
後
70
年
を
経
過
し
、
政
治
・
経
済
・

社
会
に
わ
た
る
仕
組
み
が
世
界
規
模
で
流

動
化
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
が

通
用
し
な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
農
業
振
興
計
画
が
第
３
年
目

の
折
り
返
し
地
点
に
入
り
、
改
正
農
協
法
の

施
行
や
２
年
後
に
迫
っ
た
米
政
策
の
見
通

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
な
ど
、
農
業
・

農
協
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る

中
で
の
Ｊ
Ａ
事
業
の
“
船
出
”
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
事
業
推
進
の
基
本
は
、

美
瑛
農
業
の
生
産
の
維
持
・

拡
大
と
農
業
所
得
の
増
大

に
邁
進
す
る
こ
と
に
あ
り
、

総
意
で
事
業
結
果
を
誓
う

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
提
案
の
案
件
は
全

て
ご
承
認
を
頂
き
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道

農
業
・
地
域
社
会
及
び
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
特
別
決
議
」
を
満
場
の
拍
手
で

確
認
し
ま
し
た
。

　

数
え
て
65
回
の
当
Ｊ
Ａ
総
代
会
は
４
月

５
日
、
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
と
同
じ
く
総
代
会
の
開
会

宣
言
に
先
立
ち
各
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、

早
坂
・
齊
藤
顕
彰
２
名
、
遠
藤
顕
彰
１
名
、

北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞
１
名
に
熊
谷

代
表
理
事
組
合
長
か
ら
賞
状
・
副
賞
が

手
交
さ
れ
ま
し
た
。（
顕
彰
者
別
掲
）

　

続
い
て
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を

朗
唱
し
て
総
代
会
が
開
会
さ
れ
、
こ
の

一
年
の
事
業
を
振
り
返
っ
て
熊
谷
代
表

理
事
組
合
長
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｊ
Ａ
改
革
・

振
興
作
物
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
大
会
の

決
議
の
経
過
な
ど
現
状
報
告
を
兼
ね
て

挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。（
詳
細
別
頁
掲

載
）

　

来
賓
各
位
に
は
浜
田
美
瑛
町
長
・
竹

内
北
海
道
議
会
議
員
、
濱
田
美
瑛
町
議

会
議
長
、
河
内
ホ
ク
レ
ン
旭
川
支
所
長

の
４
氏
が
美
瑛
町
農
業
振
興
に
向
け
て
挨

拶
。
本
総
代
会
に
は
来
賓
と
し
て
出
席
を

頂
い
た
23
名
の
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
進
行
役
の
議
長
に
は
昨
年
同
様
、
谷

秀
雄
さ
ん
（
豊
栄
）
と
坂
田
昌
則
さ
ん
（
置

杵
牛
中
央
）
の
２
氏
が
選
任
さ
れ
、
提
出

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

決
算
報
告
で
は
、
平
成
27
年
度
の
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
全
国
監
査
機
構

監
査
、
監
事
監
査
報
告
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
27
年
度
の
事
業
報
告
、

剰
余
金
の
処
分
案
の
承
認
、
農
協
法

の
改
定
に
伴
う
定
款
の
一
部
変
更
、

規
約
の
一
部
変
更
、
農
業
倉
庫
業
務

規
程
の
廃
止
な
ど
の
他
、
28
年
度
事

業
計
画
の
設
定
や
賦
課
金
の
徴
収
な

ど
13
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
で

は
、
監
査
報
告
の
あ
り
方
、
外
部
出

資
の
状
況
、
事
業
分
量
配
当
の
考
え

方
、
出
資
増
口
の
あ
り
方
、
畜
産
振

興
へ
の
意
見
・
総
代
や
役
員
定
数
見

直
し
の
考
え
方
の
他
、
固
定
資
産
の

取
得
に
関
連
す
る
穀
類
施
設
及
び
農

業
セ
ン
タ
ー
改
修
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
内
容
で
、
農
協
結
集
に
よ
る
協
同
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
す
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農
業
を
守

る
特
別
決
議
で
は
中
野
隼
太
青
年
部
長
が

朗
読
し
、
決
議
が
別
記
の
通
り
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

協同のメリットを活かせ
ＪＡに寄せる思い熱く
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北海道報徳善行賞
堀内浩一さん（藤野東和）

平成 27 年度の顕彰

早坂・齊藤顕彰
菅原光郎さん（二股共栄）

早坂・齊藤顕彰
太田富藏さん（ルベシベ第１）

遠藤顕彰
長谷川宏さん（五稜第３）

功績を讃え推戴
大 西 昭 男 　氏
前代表理事組合長
名誉組合員に

　当ＪＡ協同運動で多大な功績を頂いた組合員に贈られる
称号に名誉組合員として前代表理事組合長、大西昭男氏が
推戴されました。
　名誉組合員に推戴されました大西昭男前代表理事組合長
は、昭和51年に役員就任。生涯を農協運動に挺

てい

身
しん

され、
卓越した指導力と優れた識見・決断によって美瑛農業の発
展振興に尽力され、その功績は誠に大きく組合員の模範と
なるところであります。大西氏の役職歴・受賞歴の主な内
容は下記の通りです。

【役職歴】
・昭和51年　美瑛町農協　監事
・平成　6年　美瑛町農協　理事
・平成12年　美瑛町農協　専務
・平成14年　美瑛町農協　代表理事組合長
・平成20年　上川生産連　代表理事会長
・平成23年　上川地区組合長会　会長
・平成23年　中央会理事
・平成23年　ホクレン理事

【受賞歴】
・平成20年　北海道農業協同組合功労者表彰
・平成25年　北海道産業貢献賞受賞

　

昨
年
10
月
５
日
に
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
の
閣
僚
会

合
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
合
意
に
至
っ

た
が
、
農
林
水
産
物
は
全
体
の
８
割
が
即
時
も
し

く
は
段
階
的
関
税
撤
廃
の
対
象
と
な
り
、
聖
域
と

さ
れ
た
重
要
５
品
目
に
つ
い
て
も
３
割
が
関
税
撤

廃
と
な
る
な
ど
、
我
が
国
に
お
い
て
、
か
つ
て
な

い
農
畜
産
物
市
場
の
開
放
が
な
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。
本
年
２
月
４
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
文
や

付
属
書
の
署
名
が
行
わ
れ
た
た
め
、
今
後
各
国
に

お
け
る
国
内
承
認
手
続
き
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
政
府
は
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」

を
策
定
し
、
一
定
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

発
効
し
た
場
合
の
影
響
を
試
算
し
て
い
る
が
、
農

業
分
野
は
も
と
よ
り
食
の
安
全
・
安
心
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｓ
、
医
療
制
度
等
、
国
民
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
懸

念
事
項
も
含
め
、
協
定
内
容
に
関
し
て
は
慎
重
な

分
析
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
は
、
農
業
の
担
い
手

が
将
来
に
わ
た
り
、
意
欲
と
希
望
を
も
っ
て
営
農

を
継
続
で
き
る
と
と
も
に
、
北
海
道
の
地
域
経
済
・

社
会
及
び
国
民
の
命
と
暮
ら
し
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ

て
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
引
き
続
き
下
記

運
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

記

　

政
府
・
国
会
議
員
に
対
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意

内
容
の
全
容
と
影
響
、
さ
ら
に
は
国
会
決
議
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
生
産
者
の
不
安
を
払
拭
し
、
持
続
可
能
な
北

海
道
農
業
を
確
立
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

　

北
海
道
５
５
０
万
人
と
と
も
に
、
我
が
国
の
食

料
安
全
保
障
や
食
の
安
全
・
安
心
の
必
要
性
、
農
業
・

農
村
の
果
た
す
機
能
な
ど
に
関
す
る
農
業
理
解
促

進
活
動
を
展
開
し
、
国
産
農
畜
産
物
に
対
す
る
支

持
と
信
頼
を
高
め
て
い
く
。

　

以
上
、
決
議
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農
業
・
地
域

社
会
及
び
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
と
特
別
決
議

早坂・齊藤顕彰
遠藤顕彰

北海道報徳善行賞に４氏

　堅実に農業経営を行い、農業の
振興や農協の発展に向けその努力
や功績が顕著な農業者で、着実に
農業後継者への継承が基本的に行
われている方を「早坂・齊藤顕彰
会」が推薦し、平成27年度の顕
彰者に菅原光郎さん（二股共栄）
と太田富藏さん（ルベシベ第１）
が選考されました。
　また、美瑛町農業の振興とＪＡ
運動の発展に役立つことに顕著な
方を表彰し、今後のますますの発
展を願う遠藤顕彰には長谷川宏さ
ん（五稜第３）が選ばれました。
　また北海道報徳社が艱

かん

難
なん

辛
しん

苦
く

を
乗り越え家業や地域の発展に尽く
された方に贈る「北海道報徳善行
賞」には堀内浩一さん（藤野東和）
が選考されました。受賞の各氏に
は総代会開会前に参加総代が見守
る中、熊谷代表理事組合長から表
彰状などが手交されました。おめ
でとうございます。
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日
本
農
業
揺
る
が
す

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
農
協
法
改
定

　

総
代
の
皆
様
に
は
、
播
種
・
定
植
作
業

に
加
え
、
本
格
的
な
春
耕
期
を
控
え
、
何

か
と
ご
多
用
の
中
、
ご
出
席
を
賜
り
、
本

日
こ
こ
に
65
回
目
の
通
常
総
代
会
が
開
会

で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
多
忙
な
中
、
名
誉
組
合
員
の

遠
藤
元
会
長
、
浜
田
町
長
を
は
じ
め
、
竹

内
道
議
会
議
員
、
濱
田
町
議
会
議
長
、
ま

た
行
政
・
系
統
連
合
会
の
代
表
各
位
、
さ

ら
に
は
日
頃
か
ら
協
同
組
合
事
業
運
営
に

関
わ
り
の
深
い
関
係
組
織
の
来
賓
各
位
に

も
、
ご
臨
席
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
が
伝
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
気
に
な
る
今
年
の
融
雪
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
組
合
の
定
点
に
よ
る
積
雪

調
査
で
は
、
４
月
３
日
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
平
年
よ
り
７
日
早
い
融
雪
で

あ
り
、
今
年
の
春
作
業
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
好
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
も
の
と
期
待

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
農
業
を
揺
る
が
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
大
平
洋
連
携
協
定
）
に
つ
き
ま
し
て
ご

承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
10
月
、
大
筋
合
意

が
な
さ
れ
る
と
い
う 

極
め
て
残
念
な
結
果

に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
我
々
農
業
者
は
、
国
会
決
議

遵
守
な
ど
、
国
益
を
守
り
ぬ
く
姿
勢
を
貫

く
よ
う
政
府
に
対
し
、
強
く
働
き
か
け
を

し
て
き
た
だ
け
に
、
強
い
憤
り
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

関
連
政
策
大
綱
が
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、

交
渉
が
終
始
密
室
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
、
何
と
言
い
ま
し
て
も
将
来

的
に
は
輸
入
品
目
に
対
し
、
関
税
撤
廃
の

道
が
開
か
れ
た
こ
と
に
、
農
業
者
の
み
な

ら
ず
、
国
民
の
不
安
は
ま
だ
ま
だ
払
拭
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
農
業
者
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
国
の

国
民
の
食
料
は
、
ま
ず
、
自
国
で
ま
か
な

う
と
い
う
基
本
姿
勢
を
の
も
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
は
じ
め
、
こ
う
し
た
経
済
優
先
の
交
渉

姿
勢
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
国
を
形
づ
く
る

農
業
と
、
地
域
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
は
我
々
農
協
組
織
に
と
り

ま
し
て
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
年
で
も
あ

り
ま
す
。

　

農
協
改
革
関
連
法
案
が
昨
年
８
月
に
可

決
さ
れ
、
こ
の
４
月
よ
り
施
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
改
革
で
の
農
業
所
得
増
大
と
監
査
制

度
の
変
更
な
ど
が
、
具
体
的
に
ど
う
結
び

つ
く
の
か
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
に
納
得
の

い
く
説
明
が
な
さ
れ
な
い
な
ど
、
議
論
が

不
十
分
な
中
で
の
法
案
可
決
で
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
准
組
合
員
利
用
規
制
の
問
題

等
が
経
過
措
置
と
し
て
、
検
討
課
題
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

農
協
の
総
合
事
業
の
根
幹
に
関
わ
る
問

題
で
あ
り
ま
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
側

面
か
ら
も
地
域
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
協

同
組
合
の
役
割
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て

参
り
ま
す
。

　

総
じ
て
良
好
な
作
柄

　

堅
調
な
振
興
作
物

　

平
成
27
年
度
の
気
象
の
推
移
と
作
物
の

生
育
の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
融
雪
は
平

年
よ
り
約
１
週
間
早
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

春
作
業
は
比
較
的
順
調
に
推
移
い
た
し
ま

し
た
。

　

夏
は
気
温
が
低
め
で
推
移
し
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
は
秋
播
き
小
麦
の
収
穫
に
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
好
結
果
に
結
び
つ
く
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
終
盤
の
10
月
は
極
端
な
低
温
と
長

美
瑛
町
農
協　

通
常
総
代
会

第65回

組
合
長
　
開
会
の
あ
い
さ
つ

代表理事組合長

熊　谷　留　夫
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雨
に
苦
慮
し
、
収
穫
作
業
が
11
月
に
ず
れ

込
む
な
ど
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
総

じ
て
は
我
々
農
業
者
の
苦
労
が
報
わ
れ
る

結
果
と
な
り
、
各
作
物
と
も
品
質
・
収
穫

量
で
、
平
年
並
か
ら
平
年
を
上
回
る
良
好

な
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

 

各
主
要
作
物
の
状
況
で
は
、
水
稲
の
作
況

指
数
が
、
本
町
で
は
１
０
１
と
平
年
並
み

が
予
測
さ
れ
た
中
で
、
計
画
比
１
０
３
．

０
％
で
、
出
荷
契
約
対
比
で
は
98
％
と
収

穫
期
の
降
雨
等
で
調
製
作
業
に
苦
慮
致
し

ま
し
た
も
の
の
、
一
般
米
が
全
量
一
等
と

な
り
、
お
お
む
ね
平
年
並
み
を
確
保
し
た

内
容
で
す
。

　

本
町
で
最
も
作
付
け
が
多
い
、
小
麦
は
、

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
天
候
の
助
け
も

あ
り
、
出
荷
量
で
過
去
最
高
を
記
録
す
る

作
況
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
秋
播
き
小

麦
で
は
、
過
去
最
高
の
２
万
ト
ン
を
超
え

る
出
荷
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
興
作
物
の
一
つ
で
あ
る
ト
マ
ト
に
つ

き
ま
し
て
は
、
生
産
高
が　

４
，
４
１
１

ト
ン
で
14
億
円
に
達
し
、
本
町
蔬
菜
生
産

の
主
力
品
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
と

町
の
支
援
を
受
け
ま
し
て
、
昨
年
、
新
た

に
糖
度
セ
ン
サ
ー
を
完
備
し
た
ト
マ
ト
選

果
施
設
を
完
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
施

設
の
能
力
に
見
合
う
生
産
振
興
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　

畑
作
の
振
興
作
物
と
し
て
推
進
し
て
お

り
ま
す
加
工
玉
ね
ぎ
で
あ
り
ま
す
が
、
27

年
産
は
、
約
90
㌶
で
、
４
，
８
５
０
㌧
、

３
億
９
千
万
円
の
生
産
高
で
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
10
月
、
付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
「
貯
蔵

施
設
」
と
「
加
工
処
理
施
設
」
を
完
備
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
生
産
拡

大
に
よ
り
、
組
合
員
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。

　

酪
農
、
畜
産
で
は
、
昨
年
は
比
較
的
冷

涼
な
気
象
推
移
の
中
、
生
産
者
努
力
に
よ

り
生
乳
生
産
量
が
伸
び
、
総
じ
て
良
好
な

年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
肉
豚
は
一
昨

年
の
Ｐ
Ｅ
Ｄ
の
被
害
を
、
生
産
者
の
努
力

で
克
服
し
た
こ
と
に
よ
る
販
売
頭
数
の
増

加
や
、
前
半
の
価
格
が
や
や
高
め
で
推
移

し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
平
成
27
年
度
の
農
業

生
産
で
あ
り
ま
す
が
、
区
域
内
農
業
総
生

産
計
画
１
１
１
億
円
に
対
し
、
計
画
比

１
０
３
％
の
１
１
４
億
５
，
０
０
０
万
円

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
各
種
交
付
金
を
含
め
ま

す
と
、
１
４
９
億
７
，
９
０
０
万
円
と
い
う
、

近
年
に
な
い
高
い
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
同
利
用
の
果
実

　

剰
余
金
２
億
円
余
に

　

こ
う
し
た
良
好
な
生
産
高
が
農
協
事
業

に
も
反
映
し
、
ま
た
、
組
合
員
各
位
の
結

集
に
よ
り
ま
し
て
、
協
同
組
合
活
動
の
成

果
と
し
て
の
平
成
27
年
度
の
当
期
剰
余
金

は
、
１
億
８
，
７
０
０
万
円
と
な
り
、
前

期
繰
越
剰
余
金
を
含
め
た
当
期
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
、
２
億
１
，
５
０
０
万
円
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
の
ち
ほ
ど
議
案
の
中
で
ご
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
事
業
を
通
じ
て
の
組

合
員
へ
の
利
用
還
元
を
前
提
に
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
自
己
資
本
比
率

の
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
財
務
基
盤
の
強

化
、
農
協
経
営
の
健
全
性
な
ど
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
配
分
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
ま
し

て
は
昨
年
、
３
年
に
一
度
の
Ｊ
Ａ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
北
海
道
大
会
で
は
、『
北
海
道

５
５
０
万
人
と
共
に
つ
く
る
「
力
強
い
農

業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」』　

に

関
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、「
農
業
所
得
20
％
増
大
」
と
い
う

具
体
的
な
目
標
数
値
を
掲
げ
て
、
組
織
と

し
て
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
28
年
度
は
、
組
織
機
構
を
変

更
し
、
こ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
、
当
農

協
の
中
期
５
ヵ
年
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
合
わ
せ
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

重
点
事
項
と
し
ま
し
て
は
、
役
員
・
総

代
定
数
の
見
直
し
・
女
性
の
活
躍
支
援
な

ど
の
組
織
の
あ
り
方
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、

営
農
・
販
売
一
貫
体
制
機
能
の
強
化
、
総

合
直
販
事
業
の
推
進
、
他
企
業
・
地
域
住

民
と
の
関
係
強
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
関
連
す

る
固
定
資
産
整
備
計
画
も
予
定
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

計
画
の
実
践
に
当
た
っ
て
は
、
組
合
員

各
位
を
は
じ
め
、
青
年
・
女
性
部
な
ど
の

組
織
活
動
、
各
生
産
部
会
と
共
に
、
英
知

を
結
集
し
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
日
の
総
代
会
に
、
13
件
の
議
案
を
提

出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
日
は
当
農
協
で
39
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、
協
同
組
合
運
動
に
多
大
な

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
、
大
西
前
組
合
長

の
「
名
誉
組
合
員
」
へ
の
推
戴
に
つ
い
て

の
議
題
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
ご
理
解
を
頂
き
、
建
設
的
な
ご
意

見
の
中
で
、
総
代
会
が
運
営
さ
れ
ま
す
よ

う
、
特
段
の
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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在
旭
の
系
統
連
合
会
を
代
表
し
、
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
27
年
度
の
作
物
は

播
種
期
後
の
天
候
不
順
は
あ
っ
た
も
の
の

上
川
管
内
は
総
じ
て
良
好
な
年
度
と
な
り

ま
し
た
。
当
組
合
は
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
全
道
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

　

ご
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
十
分
な
国
内
論
議
が
な
い
ま
ま
合
意

に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
消
費
者
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
と
反
対
を

訴
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

極
め
て
残
念
な
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
昨
年
11
月
に
決
議
の
農
業
所
得
20

㌫
ア
ッ
プ
、
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り
、
サ

ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く
り
に
向
け
連

合
会
と
し
ま
し
て
も
役
割
発
揮
に
努
め
る

所
存
で
す
。

　美瑛町農協名誉組合員 遠藤　秀孝

　美瑛町長 浜田　　哲

　北海道議会議員　 竹内　英順

　美瑛町議会・議長 濱田　洋一

　ホクレン　旭川支所・支所長 河内　直人

　ＪＡ北海道中央会　旭川支所・次長 菅沼　弘生

　ＪＡ北海道信連　旭川支所・ＪＡバンク推進課調査役 榎本　次郎

　ＪＡ共済連　北海道本部事務建物部　道北事務建物室・室長 酒井　尚文

　ＪＡ北海道厚生連　旭川厚生病院・事務次長 工藤　和寛

　上川生産連　常務理事 波多野享一

　上川中央農業共済組合・組合長理事 市田　敏行

　北海道農業公社　上川支所・支所長 千葉　　等

　上川農業改良普及センター大雪支所・支所長 川口　招宏

　美瑛町農業委員会・会長 川﨑　章道

　美瑛町農民連盟・執行委員長 小野寺雅芳

　美瑛土地改良区・理事長 福家　敏春

　しろがね土地改良区・理事長 岡田　幸男

　美瑛町森林組合・代表理事組合長 喜多　善一

　美瑛通運株式会社・代表取締役社長 中村　清志

　美瑛町・農林課長 大西　能正

　日本甜菜製糖株式会社　美瑛原料事務所・所長 角田　克也

　びえいフーズ株式会社　代表取締役 国重　泰生

　美瑛アグリサポート株式会社・専務取締役 小原　秀規
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　美瑛町長　浜田　哲　氏

　

今
年
は
雪
解
け
も
順
調
で
喜
ば
し
い
限

り
で
す
が
、
何
か
と
良
い
年
と
な
る
よ
う

に
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
総
代
の
皆

さ
ん
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
若
返

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
逞

し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
ほ

ど
の
ご
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々

も
地
域
農
業
を
ど
う
作
る
か
皆
さ
ん
と
工

夫
を
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
勿
論
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
大
き
な
議
題
で

あ
り
ま
す
し
、
農
協
法
の
改
定
や
農
業
委

北海道議会議員　竹内英順　氏

　

懸
念
を
し
て
お
り
ま
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
10
月
に
大
筋
合
意

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
農
産
物
の
重

　美瑛町議会議長　濱田洋一　氏

　

総
代
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
美
瑛
町
議

会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
組
合
長
、
町
長
、
道
議
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
農
業
の
諸
環
境
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
農
業
の
方
向
の
厳
し
さ
が
増
々
心
配

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

美
瑛
町
農
業
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
与
え

る
影
響
は
必
至
で
、
貿
易
の
自
由
化
が
第

一
次
産
業
に
及
ぼ
す
被
害
は
深
刻
な
も
の

が
あ
り
ま
す
し
、
加
え
て
高
齢
化
に
伴
う

ホクレン旭川支所・支所長
　河内　直人　氏

員
会
の
改
編
な
ど
の
課
題
を
克
服
し
、
方

向
を
見
定
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
町
と
し
て
も
米
麦
の
振
興
と
併
せ

生
産
者
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
美
瑛
町
は
農
業
を
基
盤
と
し
て
動

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

要
５
品
目
を
中
心
に
関
税
撤
廃
の
例
外
を

求
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
結

果
的
に
合
意
に
至
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
道
と
し
ま
し
て
も
上
川
管
内

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
中
心
に
い
ち

早
い
予
算
措
置
を
求
め
、
３
千
百
億
円
余

の
農
業
関
連
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
予
算
が
設
け
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
業
基
盤
整
備
に

は
千
三
百
億
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
影
響
を
及
ぼ
す
具
体
的
実
例

は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、
状
況
を
把

握
し
地
域
創
成
の
観
点
か
ら
も
農
業
の
一

層
の
体
制
強
化
、
美
瑛
町
の
農
業
施
設
整

備
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

後
継
者
の
問
題
も
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
本
町
は
農
業
を
基
幹
の
産
業
と

し
て
お
り
、
農
業
者
の
議
員
が
減
少
傾
向

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
の
施
策
も
農
村
議
員
が
少
な
け
れ

ば
多
数
決
の
論
理
で
具
体
化
さ
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、
農
業
者
議
員
の
存
在
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

総代会来賓各位（敬称略）
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27
年
度
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
気
象
条

件
と
、
組
合
員
各
位
の
事
業
結
集
と
努

力
に
よ
っ
て
、
過
去
最
高
に
匹
敵
す
る

１
５
０
億
円
（
交
付
金
合
算
ベ
ー
ス
）
近

い
区
域
内
農
業
生
産
高
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
経
済
に
直
結
す
る
施
設
整
備
で
は
、

「
加
工
玉
ね
ぎ
貯
蔵
加
工
処
理
施
設
」「
精

米
施
設
増
設
」「
共
同
育
苗
施
設
」
を
行
政

の
支
援
を
頂
き
な
が
ら
導
入
し
、
組
合
員

の
所
得
確
保
に
向
け
た
新
た
な
戦
力
と
し

て
、
役
割
発
揮
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
各
事
業
実
績
で
は
、
金
融
事

業
の
貯
金
が
、
前
年
比
10
億
81
百
万
円
増

の
２
４
１
億
48
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
受
託
資
金
を
除
く
貸
付
金
残
高
は

60
億
９
百
万
円
で
前
年
比
８
億
17
百
万
円

の
減
少
、
共
済
事
業
で
は
組
合
員
の
保
障

充
実
・
広
域
推
進
に
努
め
、
新
契
約
保
障

で
は
、
前
年
比
１
億
12
百
万
円
減
で
は
あ

27
年
協
同
事
業
の
部
門
別
成
果

る
も
の
の
50
億
58
百
万
円
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

販
売
事
業
実
績
で
は
、
総
じ
て
平
年

作
以
上
の
収
量
確
保
に
よ
る
取
扱
増
、

ま
た
、
畜
産
事
業
で
は
乳
量
の
増
・
乳

価
引
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
事
業
合
計
で

１
０
８
億
31
百
万
円
と
な
り
、
前
年
比

６
億
52
百
万
円
上
回
る
取
扱
高
と
な
り
ま

し
た
。
購
買
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

産
資
材
供
給
高
は
33
億
88
百
万
円
と
な

り
、
前
年
比
１
億
29
百
万
円
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
農
業
機
械
事
業
に
あ
っ
て
は
石

油
価
格
の
大
幅
下
落
に
よ
り
、
前
年
比

３
億
73
百
万
円
減
の
23
億
90
百
万
円
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
平
成
27
年

度
の
当
期
剰
余
金
は
１
億
87
百
万
円
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
各

位
の
ご
理
解
に
よ
る
協
同
の
成
果
は
別
記

の
通
り
で
す
。

■貯金の推移

■貸付金の推移（受託資金含）■ 27 年度受入交付金額

■購買事業／取扱高の推移

■販売事業／取扱高の推移

■共済事業（保障額の推移）

■余裕金の推移
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年
金
友
の
会
で
総
会

が
ん
ば
れ
新
農
業
人

　
　

研
修
々
了
者
に
証
書
授
与

　

美
瑛
町
農
業
の
明
日
を
担
う
新
農
業
人
の
研
修
が
修
了
し
ま
し
た
。
農
業
の
担
い
手
の
不

足
は
地
方
創
生
に
向
け
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
・
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
後
継
者
の
育
成
や
新
規
就
農
者
の
確
保
は
先
決
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
農
業
振
興
計
画
に
お
い
て
も
担

い
手
の
確
保
・
育
成
や
後
継
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
確

保
対
策
も
重
点
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
農
業
振
興
機
構
で
は
、
平
成
27
年
度
の
新
農

業
研
修
や
長
期
農
業
研
修
々
了
者
そ
れ
ぞ
れ
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
授
与
式
は
３
月
７
日
、
美
瑛
町
役
場
庁
舎

内
で
行
わ
れ
、
新
農
業
人
15
名
と
２
年
間
の
長
期

に
わ
た
っ
て
美
瑛
町
内
の
農
業
者
宅
で
農
業
研
修

を
終
え
た
３
名
の
皆
さ
ん
に
浜
田
町
長
か
ら
修
了

証
書
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
浜
田
町
長
、

熊
谷
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
研
修
に
対
す
る
労
い

の
言
葉
と
併
せ
、
美
瑛
町
農
業
の
未
来
を
担
う
新

農
業
人
の
皆
さ
ん
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

美
瑛
産
馬
鈴
薯
が
雪
ム
ロ
で
し
っ
か
り
眠
り
ま
し
た
。

食
べ
頃
に
育
っ
た
越
冬
馬
鈴
薯
が
３
月
30
日
に
掘
り
出
さ

れ
、
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
品
種
は
「
男
爵
」
に
加

え「
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
」も
試
験
的
に
越
冬
さ
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
収
穫
し
、
越
冬
さ
せ
た
の
は
約
９
㌧
。
雪

ム
ロ
の
中
で
よ
く
眠
っ
た
馬
鈴
薯
は
で
ん
ぷ
ん
質
が
糖

へ
と
変
わ
る
こ
と
か
ら
甘
く
し
っ
と
り
と
し
た
味
わ
い

と
な
り
、
文
字
通
り
“
食
べ
頃
に
熟
し
た
美
味
し
い
馬

鈴
薯
”
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

風
乾
と
選
別
を
経
て
４
月
中
旬
か
ら
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
男
爵
は
美
瑛
選
果
店
頭
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
、
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
は
美
瑛
選
果
店
頭
の
み

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
年
金
友
の
会
の
総
会
が
４
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
び
え
い
農
業
セ
ン
タ

ー
３
Ｆ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
谷
口
会
長
が
「
こ
の
会
は
高
齢
者
が
楽
し
む
会
。
旅

行
に
も
参
加
を
」
と
あ
い
さ
つ
。
別
記
の
傘
寿
者
10
名
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平成２７年度新農業人研修修了者
（敬称略）

住　　所 氏　　名

藤野協成 坂上　　和恵

北町２丁目（就農地区：美沢共立） 増田　　　崇

北町２丁目（就農地区：美沢共立） 増田　　梨沙

置杵牛中央 山下　　洋子

旭第４ 吉井　　和範

旭第４ 吉井　ひかり

横牛第１ 渡邉　　陽介

下宇莫別朝日 石黒　　智也

二股共栄 小田　　和宏

旭第４ 庄野　　美桂

旭北星 田中　　　幸

朗根内 平松　　勇人

朗根内 平松　　春奈

旭町４丁目（就農地区：置杵牛上精美） 福家　　美織

二股共栄 森田　　琢弥

平成２７年度長期農業研修修了者
（敬称略）

住　　所 氏　　名
朗根内 菊地　啓一

中町４丁目（就農地区：美沢早崎） 白間　篤史
美沢早崎 山本　陽一

平成 28 年度　傘寿者名簿
昭和12年1月1日から　昭和12年12月31日生まれ

10 名（男性 5 名、女性 5 名）

住　　所 氏　　名
大町 1 丁目 今野　　房男
置杵牛藤井 鈴木　　　平
本町 3 丁目 矢野　　康男
寿町 3 丁目 尾形　　明男

旭中央 大井　キヨミ
旭北星 稲葉　由紀子

寿町 2 丁目 草野　八重子
美沢共生 三上　イツ子

幸町 2 丁目 七條　　久子
丸山 1 丁目 今野　　　昭

盛会だった
年金友の会総会

が
ん
ば
れ
新
農
業
人

　
　

研
修
々
了
者
に
証
書
授
与

　
　

～
あ
、
よ
く
寝
た
よ

　
　

雪
ム
ロ
馬
鈴
薯
食
べ
頃
に
熟
し

あ　
年
金
友
の
会
で
総
会

新農業人と関係者の皆さん

肌寒い中での掘り出し作業
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　政府の規制改革会議農業ＷＧは現行の「指定
団体制度」を廃止するとの提言を唐突に発表し
た。牛乳の流用を多様化するとの案は、道・美
瑛酪農には危機を招く大問題であり、到底容認
できるものではない。特に過疎地域や小規模な
酪農を営む者にとっては不安を増幅させるもの
である。
　現在、指定団体として流通を担っているのは
ホクレンであるが、生乳の一元集荷、多元販売
は牛乳、乳製品の需要安定の基盤であり、現行
の制度が失われれば、生乳需給の混乱は必至で、
生産現場はもとより消費者にも悪影響を及ぼし
かねない。
　生乳の特性や生産・流通の現状を踏まえた慎
重な議論、検討が求められる。そもそも今回の
提言は、現行の制度が担っている最大の役割を
理解していないところから始まる。指定団体制
度は、生乳の需給安定の基盤となっており、乳
牛メーカーとの乳価交渉力を確保しているとと
もに、低コストでの集配乳・牛乳と乳製品の調
整や日々の配乳調整を担い、酪農経営の安定や
牛乳・乳製品の安定供給を支えているのである。
　北海道酪農は加工原料乳生産者補給金を通じ、
加工原料乳供給地域として再生産を確保してい
ることから都府県への無秩序な生乳供給を防ぎ
都府県酪農の安定が保たれている。
　自由な競争と称しこれらの機能を破壊してし
まえば、北海道で乳価の高い飲用牛乳の生産が
増えて都府県に流れ込み、比較的小規模な都府
県酪農を駆逐してしまうことは目に見えている。
加えて北海道での乳製品生産が減少することに
なり昨今のバター不足問題の様に事態が一層深
刻化してしまうのだ。
　酪農も例外なく高齢化や担い手の不足化する
中、価格交渉力の強化、酪農家の所得向上に向
けた指定団体の取り組みは喫緊の課題となって
いる。

また不節操な提言、現場に不安
規制改革会議

農業ワーキンググループ

　

鳥
獣
危
被
害
は
農
業
者
に
と
っ
て
“
頭

痛
の
タ
ネ
”
で
、
決
定
的
な
解
消
策
が
望

射撃場の完成を祝いクレーを試射する
猟友会メンバーの皆さん

ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
実
に
は

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
ハ
ン
タ
ー
が
駆
除

を
行
い
、
危
被
害
防
止
の
対
策
と
し
て
い

ま
す
。

　

適
正
な
鳥
獣
の
管
理
に
向
け
、
美
瑛
町

は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
射
撃
の
振
興
と
併

せ
、
ハ
ン
タ
ー
の
技
能
向
上
を
目
的
に
「
美

瑛
町
ク
レ
ー
射
撃
場
」
を
新
設
し
、
４
月

４
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
射
撃
場
は
町
内
美
沢
美
生
地
区
に

建
設
さ
れ
、
施
設
の
管
理
・
運
営
は
町
か

ら
指
定
管
理
を
受
け
た
北
海
道
猟
友
会
旭

川
支
部
美
瑛
部
会
（
川
﨑
章
道
会
長
）
が

行
い
ま
す
。
施
設
は
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
場
と

ス
キ
ー
ト
射
撃
場
を
併
設
し
、
同
敷
地
内

に
は
広
さ
50
平
方
㍍
の
管
理
棟
が
設
け
ら

れ
、
整
備
費
は
約
８
千
百
万
円
で
す
。
散

弾
の
着
弾
先
に
は
火
山
灰
を
使
用
。
暗
き

ょ
排
水
対
策
も
講
じ
ら
れ
、
集
水
し
て
水

質
検
査
を
す
る
な
ど
環
境
対
策
に
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竣
工
式
に
は
熊
谷
組
合
長
を
は
じ
め
農

業
関
係
者
ら
も
出
席
し
、
射
撃
場
の
安
全

な
管
理
・
運
用
に
向
け
神
職
に
よ
る
安
全

祈
願
祭
を
行
い
、
浜
田
町
長
は
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
併
せ
鳥
獣
の
危
被
害
防
止
に
向

け
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
狩
猟
技
術
の
向

上
に
も
大
い
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

述
べ
、
こ
の
後
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
６
人

が
射
撃
場
の
完
成
を
祝
い
ク
レ
ー
と
呼
ば

れ
る
素
焼
き
の
皿
を
狙
い
落
す
試
射
が
披

露
さ
れ
、
射
撃
音
が
場
内
に
“
こ
だ
ま
”

し
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
は
十
勝
岳
の
麓
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鹿
に
よ
る
畑
作
物
食
害
も

深
刻
で
駆
除
に
よ
る
危
被
害
の
防
止
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
狩

猟
技
術
の
向
上
に
役
立
つ
施
設
と
し
て
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

期待しています。鳥獣駆除
ハンター技能向上に
―クレー射撃場新設―
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ゴールデンウィーク期間中の
ＡＴＭ利用時間のご案内

車のナンバープレートは
見やすく表示！

　ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭのご利用時間は、
下記の通りとさせていただきますので、ご理解いただき
ますようお願い申し上げます。

　平成 28 年 4 月 1 日以降、ナンバープレートをカ
バー等で被覆すること、シール等を貼り付けること、回
転させて表示すること、折り返すこと等が明確に禁止さ
れます。

ご　利　用　時　間
５月３日（火） 休　　止
　　４日（水） 休　　止
　　５日（木） 休　　止
	 	 貯金課　☎ 92-4325

オートサービスセンター
　☎ 92-2156

地域みんなで進めよう農作業安全 !!

◎ジョイントカバーアッセンブリ又はカバー付ジョイント
 助成金額3,000円（税抜）

◎ジョイントカバー片側又はカバー付ジョイント片側
	助成金額1,500円（税抜）

　（※ジョイントカバー・PTOジョイントはタイプによって価格が違います）
◎低速車マーク				………………通常販売価格4,000円（税抜）

　　	　　助成金額1,500円（税抜）
◎回転灯				………………………通常販売価格7,500円（税抜）

　　　	　助成金額1,500円（税抜）
◎トレーラライトセット…………………………………………

　　　通常販売価格8,420円～14,220円（税抜）
助成金額1,500円（税抜）

（※トレーラライトセットはタイプによって価格が違います）
◎バックモニター…………通常販売価格37,905円（税抜）～

　　　助成金額1,500円（税抜）
◎バックモニター用増設カメラ………………………………

　通常販売価格23,000円（税抜）～
　　　助成金額1,500円（税抜）

◎バックブザー	………………通常販売価格　5,200円（税抜）
　　　　助成金額1,500円（税抜）

農機協

農機協では農作業事故や交通事故を未然に防止する為、
ジョイントカバー等の購入に対して助成を致します。

　近年、PTO ジョイントに巻き込まれる事故や、夜間に一
般道をトラクターで走行中、後続車に追突される事故が増加
しております。そのような農作業事故を未然に防ぐ為、農機
協では上記の製品の購入に対し助成を致します。研修セン
ターはもちろん、他の農機具会社等、ＪＡ経由で購入される
場合も助成しています。
　ご注文、お問い合せは研修センターまでお願い致します。

研修センター　☎ 92-0588

「トラクター」の安全作業のために…。

研修センター　☎ 92-0588

転倒・転落・衝突事故に注意！

防止策
●斜面や路肩でのＵ字旋回や斜め走行は、転倒の危険が
大きくなりますので注意してください。
●ほ場の退出時は作業機を下げて、傾斜に対して直角の
向きで退出してください。
●畔や突起物の乗越えでは、後輪の1/4以上の高低差
がある所は避けるか、あゆみ板を使用してください。
●左右独立ブレーキの付いた機械では、走行、登降坂、畔
越え時には、左右のブレーキペダルを連結してください。
●走行開始時や作業開始時にはクラクションを鳴らし、
周りの作業者に注意を促してください。

農機協
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FARM LAND からのお知らせ

☎ 92-3455

融資課　☎ 68-7015

主な資金の新規貸付利率 　　平成28年4月1日現在

１．徹底すべき対策
　（1）農業機械にエンジンキーを挿したまま放置しない。
　（2）田畑、農道等の住居から離れた場所やハウス内に農

業機械を放置せず、農業機械を施錠の上、施錠され
た倉庫等に保管する。

２．有効と考えられる対策
　（1）農業機械に警報器、ハンドルロック等の盗難防止用

品を装着する。
　（2）倉庫等に、防犯灯（センサー付ライト）、防犯カメラ、

防犯警報器等を設置する。
　（3）倉庫のシャッター前、敷地の出入口等、想定される

通路にトラック等の障害物を置く。
３．盗難被害に対する備え
　　農業機械の機体番号等が記載された書類を保管する。
４．盗難に遭った場合の対応
　　速やかに最寄の警察署等に届け出るとともに、ＪAや

販売店に情報提供する。

近年、農業者が保有する農業機械の盗
難の被害が多数発生しています！

盗難による被害を防止するための
農業機械の適正な保管について

研修センター　☎ 92-0588

農機協

資金区分・資金名 金利区分 貸付利率 備考

当
座

貸
越

総合口座 固定 +0.50 担保となる貯金利率に率を加算

カードローン 固定 9.70

ク
ミ
カ
ン

第１ネット 固定 0.53 営農貯金の 100％

第２ネット 固定 2.50 共済返戻金の 80％・販売実績

第３ネット 固定 3.00 上記以外

手
形
貸
付

貯金担保貸付 固定 +0.50 担保となる貯金利率に率を加算

共済担保貸付 固定 2.50

農産物見返貸付 固定 2.50

住宅ローンつなぎ資金 固定 原契約利率に準じる

証　

書　

貸　

付　

短期証書貸付金 固定 3.00

ＪＡフルスペックローン
固定 2.30

変動 1.30

ＪＡ農業経営ステップ
アップローン

固定 2.30

変動 1.30

農業施設建築資金
固定 2.30

変動 1.30

家畜購入資金
固定 2.30

変動 1.30

農地開発資金
固定 2.30

変動 1.30

農機具購入資金
固定 2.30

変動 1.30

農地購入資金
固定 2.30

変動 1.30

負債整理資金 固定 2.50

生活改善資金
育成教育資金

固定 3.00

変動 1.90

マイカーローン…注 1
フリーローン

固定 3.00

変動 1.90

住宅ローン
リフォームローン…注 1

固定 3.00

変動 1.75

固定変動
金利選択

1.25 3 年間固定金利終了後、再設定可能

1.65 5 年間固定金利終了後、再設定可能

教育ローン…注 1
固定 3.00

変動 1.90

さらに下記の商品 A もしくは
B をプレゼント !!

※在庫なくなり次第終了とさせていただきます



【全体運】プライベートの充実に力を注ぐと、手応
えを感じられる月。趣味や習い事など、好きな
ことを満喫してみて
【健康運】スポーツに最適。スムーズに上達しそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ

【全体運】積極性アップ。やってみたいことがあれ
ば、どんどんチャレンジを。ハイキングなど、ア
ウトドアレジャーも吉
【健康運】新陳代謝の活性化で、より元気モードに
【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ

【全体運】協調精神を大切に、笑顔で思いやりを
発揮したい期間です。気晴らしにはミュージカル
やオペラ鑑賞がお勤め
【健康運】うっかりしがち。小さなけがに注意して
【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ

【全体運】知的好奇心を刺激されやすく、いろいろ
なことに興味を抱きそう。共通の趣味を持つ仲
間たちとの交流もグッド
【健康運】睡眠不足解消など、基本健康法の徹底を
【幸運を呼ぶ食べ物】ノビル

【全体運】思うようにならない出来事が増えるか
も。いらいらせず、ゆったり構えること。陶芸や
盆栽に挑戦すると開運に
【健康運】アクティブに過ごせば、体調が上向く月
【幸運を呼ぶ食べ物】しらす

【全体運】保留になっていた事柄を再開するなど、
攻めの姿勢で動いてみて。ポジティブな発想が
幸運を呼ぶ鍵
【健康運】リラックスすることで体調に好変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】モズク

【全体運】後ろ向きに考えやすい暗示。暗い顔は
運を下げるもとなので、意識的に明るく振る舞っ
て。ヒーリンググッズも◎
【健康運】ロコミに注目を。べストな健康情報あり
【幸運を呼ぶ食べ物】蜂蜜

【全体運】いろいろな分野に興味を持つものの、ど
れも長続きしにくいよう。何か一つのことに集中
するのが成功の秘訣（ひけつ）
【健康運】暴飲暴食になりやすいので自重が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】イサキ

【全体運】神経質になり細部が気なりがち。持ち
前のおおらかさを忘れずに。心を和ませるには
植物に触れるのがべスト
【健康運】少しでも疲労を感じたら、すぐに休養を
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】楽しいことに縁があります。イベントや
祭りなど、自ら自主的に参加するのが正解。リー
ダー役にも適性は十分
【健康運】乱れた生活リズムを正せば、運気好転へ
【幸運を呼ぶ食べ物】メロン

【全体運】注意力が散漫になる時期。慣れている
作業でミスを連発しないよう、気を付けて。つ
きを招くには寝室の清掃を
【健康運】硬い筋肉をほぐし、血行促進を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】キクラゲ

【全体運】対人運が華やぐ予感。誰とでも簡単に
意気投合でき、人脈を広げられそう。メールや
SNSでの交流もラッキー
【健康運】プレッシャーを感じるとき、適度に発散を
【幸運を呼ぶ食べ物】トリガイ

５
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●甘い春キャベツご飯●

⑴米は 30 分以上浸水後、水を切る。
アサ

リは砂抜き後、殻をよく洗う。油揚げ
は

熱湯で油抜き後、細めに切る。キャベ
ツ

はザク切りにし、水気を切る。切り干
し

大根はさっと洗い 1～ 2㎝に切る。シ
ョ

ウガは千切りにする。
⑵鍋に米を入れ、キャベツ以外の材料

を全

て加える（アサリは最後に載せる）。

⑶沸騰するまで強火、その後弱火で 1
3 分

加熱したら火を止め、アサリを取り出
し

キャベツを加えてからふたをして 12
分

蒸らす。炊飯器の場合も同様に、蒸ら
し

に入ると同時にアサリを取り出しキャ
ベ

ツを加える。
⑷まだキャベツはしっかりしているが

、全

体をふんわりと混ぜ合わせるとなじむ
の

で、梅干しの種を除き、アサリを戻し
て

いただく。

米………………………………2 合
キャベツ ………1/4 個（約 200 ｇ）
アサリ ………………………15 個
油揚げ …………………………1 枚
切り干し大根  ………………12 ｇ
梅干し…………………………2 個

ショウガ………………………1 片
だし汁 …酒としょうゆを含む 2 カップ
酒 …………………………大さじ 1
しょうゆ…………………大さじ 1
塩 …………………………小さじ 1

　春キャベツと切り干し大根の甘味・梅干しの酸味が体に優しい
炊き込みご飯です。柔らかい春キャベツを楽しむために、ご飯が
炊き上がってから加えます。キャベツの存在感でボリュームもタッ
プリ。アサリは小さくなってしまうので、取り出しておきましょう。

（4 人分）

伝承農法を活かす
野菜の植えつけと種まきの裏ワザ

さっくり軽いキッシュ
■木嶋利男 著
■定価 1,500 円 + 税
「甘い」「収量が増える」
「長期間収穫できる」な
ど、野菜のできは植えつ
けと種まきで決まる！伝
承農法として行われてい
たものを活かした著者独
自の裏ワザ57手法を科
学的に解説し、イラスト
で詳しく紹介。

■ pate pate 嶋崎聖子・
嶋崎裕巳 著
■定価 1,300 円 + 税
キッシュ研究歴15年
の著者らが作る、卵と
チーズが主役の日本人
好みであっさりした味
わいのレシピ。炭酸水
使用でサクッとさせた
生地とヨーグルト入り
卵液で作るキッシュは、
いくつでも食べられる
仕上がり。
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

▶経済評論家の三橋貴明氏が昨年９月に「亡国の農協改革」という本を
出版した。反ＴＰＰや反増税の論客としてしばしばＴＶなどに登場する
ひとりだ。同氏は、ＴＰＰが日本農業へ悪影響を与え、日本の食の安全
を根底から崩してしまうことや、ＪＡが地域の中で、信用・共済・生活
など多岐に亘る事業を行い、地域インフラ（社会基盤）を守る大切さを
訴えている。▶規制改革会議が指定生乳生産者団体制度廃止を提言して
いるが、これに乗じ本州のある乳業メーカーの社長が系統連合会や地域
ＪＡを批判している。農協というインフラを「もうけの手段」にしよう
とする意図が丸見えだ。協同の役割を再認識したい。

741 人

1,860 人

238 億６千万円

61 億 2 千万円

 11 億 0 千万円

39 億 3 千万円
（平成 28 年 3 月末）

発生件数　　1 件（ 3 件）　《 3 件》
　　負傷　　1 人（ 3 人）　《 3 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計

（4月 20日現在）

5

３日（火）　憲法記念日

４日（水）　みどりの日

５日（木）　昭和の日

　６日（金）　新農業人激励のつどい

平
成

28年
5月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1108
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

１. 土の pH について
　読みは、ピーエイチ又はペーハーで
す。土が酸性かアルカリ性か、を表し
ます。
　pH は、作物生育の良否を左右する一
要因です。表に好適 pH の概要を紹介
します。

２.pH 上昇資材と、カルシウム供給
資材は別

　雨雪の多い日本では、年々 pH は低
下していきます。pH 上昇のために、炭
カルや生石灰が使われます。一方、pH
を上げずにカルシウム供給資材もあり
ます（例；畑のカルシウム）。

3.  適期播種と播種遅れ
　播種の最盛期に入ります。播種の適
期は例年の気温等で判断されます。適
期播種は、生育日数の確保・丈夫な作
物体に結びつきます。しかし、土壌が
過湿なときに無理して播種しても、発
芽が遅れ、初期生育も不良となりがち
です。

作物と土 好適 pH；基準値

イネ育苗床土 4.5 ～ 5.0( 施肥前 )

水田 5.5 ～ 6.0( 非湛水期 )

畑 5.5 ～ 6.5
（作物・土壌病害により異なる）

野菜畑・花き畑・
樹園地（造成）

6.0 ～ 6.5
（ブルーベリーは 4.3 ～ 4.8）

草地（造成・更新） 6.0 ～ 6.5（低地・台地）

デントコーン 5.5 ～ 6.5

　週間農作業や農薬等については、
「生産部会だより」が生産者の皆
さんに配信されています。
　このコーナーでは、生産技術の
基本的なことや新資材等について、
紹介いたします。
　現在、研究中の分野もあります
が、肥料・農薬の選択などに参考
にしてください。生産資材課 専 門 

相談員

　結果論的ですが、少し遅れても好条件のと
きに播種するほうが、生育良好となることも
しばしばあります。

（技術相談員　記）

営農ホット
ライン

HOTLINE

肥料／農薬などお気軽に


